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外観　北西アイレベルイメージ
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基本方針

P.07

　巨大地震や台風・集中豪雨など近年頻発している自然災害のほか、様々な危機事

　案に対する防災・危機管理の対応力と業務継続力の向上を図るため、大地震動後

　やライフライン途絶時にも業務を迅速・的確に継続できる高度な耐震性能と高い

　安全性を備えた庁舎の整備を目指します。

■ シンプルで機能的な平面プランとフロア構成
　平常時は通常業務の連携・効率化を図り、危機対応時においては対策本部機能、 
　消防本部機能、災対技術局機能（上下水道局・土木局・都市局）、情報セキュリティ
　機能（総務局情報管理部）が緊密に連携し、迅速・的確に災害対応業務を行うこ
　とができるシンプルで機能的なフロア構成・動線計画とします。

■ 大規模災害時にも機能する安全性の高い施設計画
　巨大地震等による大規模災害時においても防災・危機管理の中枢拠点としての機
　能を確実に維持するため、構造体について最大級の耐震安全性を確保できる免震
　構造を採用するとともに、業務継続に必要な電力・ガス・給排水・通信設備など
　のライフラインを確保します。

■ 環境にやさしく長寿命化に配慮した施設計画
　防災・危機管理の中枢拠点としての施設の特性を踏まえ、平常時の節電・省エネ
　(eco) と大規模災害時の業務継続（BCP）を両立する合理的な建築プラン・設備シ
　ステムを構築し、最小のエネルギーで高度な機能を発揮できる庁舎づくりを目指
　します。
　また、末永く市民を守る拠点施設として、長寿命化に配慮した施設計画とします。

設計方針

西宮市の防災・危機管理の中枢拠点として
迅速・的確に活動できる庁舎（危機管理センター）を目指して 西宮市役所第二庁舎（危機管理センター）

兵庫県西宮市六湛寺町50番1、51番1

近隣商業地域

防火地域( 北11mまで )、準防火地域
第7種高度地区、第10種高度地区、
高度利用地区( 六湛寺東第二地区 )、駐車場整備地区
70％ ( 指定建ぺい率80%/ 高度利用地区により70%)
600％ ( 指定容積率400%/ 高度利用地区により600%)
庁舎
新築 
2,435.51㎡ （セットバック後）
1,543.32㎡ 建ぺい率 63.37％<70%
16,600.14㎡ 
( 容積対象面積 14,497.17㎡ )　容積率 595.25<600%
地上12階 地下１階 
 
61.90ｍ 
9.1ｍ  12 階      ／　4.2ｍ  5 ～ 11 階
5.3ｍ  4 階　　／　5.6ｍ  3 階
4.4ｍ  2 階　　／　7.5ｍ  1 階
上部 RC造+S造、一部下部 RC造

概要
□建築物名称
□建築場所
□地域地区
　　・用途地域
□その他指定事項
　　・防火地域
　　・地区指定
　　　　　　　　
　　・建ぺい率
　　・容積率
□主要用途
□工事種別
□敷地面積
□建築面積
□延べ面積

□階数
□高さ 
　　・最高高さ
　　・基準階高

□構造種別

□位置図
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北側の安定した採光

南側の良好な採光

来庁者・職員利用 職員利用
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バック・夜間・休日用動線

■フロア構成の考え方
　・１-３階に消防本部、４階防災危機管理局、５階情報管理部・マシンルーム、６階
　　電気室ほか、上部一般執務室とし、最上階に重要設備を配置します。
重要設備は浸水被害にも配慮し、
免震構造で保護された最上階に配置

各局通常業務の連携と効率化を考慮
し上層部にまとめて配置

マシンルームに近く、浸水被害を受
けない 6階に配置

マシンルームは、消防本部・防災危
機管理局の直上階に配置

消防本部・本庁舎との連携を考慮し
４階に配置

緊急時に迅速な対応が求められる消
防本部を低層階に配置

■基準階フロアの考え方
・中央に直線状の廊下を配置することで明快な平面構成と分かりやすい動線計画を実現
します。
・基準階フロアは、東の書庫部分にヘビーデューティーゾーンを設け、中央にまとまった
執務空間を確保します。

■動線計画の考え方
・来庁者・職員等のメイン動線
を西、職員及び搬出入用のサ
ブ動線を東に想定します。
・地上階からアクセスしやすい
低層部に消防本部・防災危機
管理局・情報管理部を配置し
ます。

図01　フロア構成の考え方

図02　基準フロアの考え方 図03　動線計画の考え方

フロア構成・動線
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防災計画・業務継続計画（ＢＣＰ）
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バックアップシステムインフラ

電力 オイル
タンク

非常用
発電機

電源車

給水車

非常用
排水槽

備　蓄

便　所

雑用水槽

高置水槽

副受水槽

高置水槽

通信

ガス 空調機

変換機
PBX

受変電

コージェネレー
ション発電機

多重化多重化

2重化2重化

通信設備

一般負荷

空　調

最重要負荷
非常用負荷

飲料水

上水

下水

断絶の可能性 通常ルート 非常ルート

■地震・浸水被害への対応

■ライフラインの多重化

■安全・安心な高性能免震構造を採用

■災害時の活動への対応

大規模災害時においても機能の継続を図るため、建物自体の安全性を高めるとともに
計画地の自然災害リスクへの対策を行います。

・免震構造を採用し、特に重要な防災拠点施設の目標とされている耐震安全性を確保し
ます。
・浸水被害を避けるだけでなく、宮水、保護樹木への配慮から、1階上部に免震層を設け
た中間層免震構造とします。
・高い免震効果が得られる鉄筋コンクリート造(RC)と鉄骨造(S)のハイブリッド構造を採用
します。

・耐震性の高いガス中圧管に直結した非常兼用型コージェネレーション発電設備や燃
料備蓄型の非常用発電機、電源車からの引き込み接続などエネルギー源の多重化を
図ります。
・非常用発電設備のオイル燃料備蓄量は、補給を行うことなく72時間(３日間)の運転
が可能な量を備蓄します。また、168時間連続運転可能な機器構成とします。
・電力引込は本線及び予備電源とし、商用電力の供給信頼性の向上を図ります。
・通信機能は２系統の引込対応とします。
・揚水ポンプ及び加圧給水ポンプの非常電源供給、複数台の容量制御運転によるリス
ク分散を図ります。
・非常用排水槽や雑用水槽を設置し、大規模災害時の給排水を確保します。

・建築設備、建築非構造部材等についても耐震安全性を確保します。
・想定外の浸水被害を避けるために、1階床レベルを国道2号より900mm高く設定し
ます。
・浸水被害を想定し、免震装置を1階上部に設置します。
・受変電設備、非常用発電設備等の主要設備室等は上層階に配置します。

・地下連絡通路で本庁舎と連絡し、相互の移動がスムーズに行えるようにします。
・緊急離着陸場を屋上に設置し、兵庫県消防防災航空隊、神戸市航空機動隊などのヘリ
コプターの離着陸を可能とします。
・備蓄倉庫を設け、災害時の対応要員の活動に必要な食糧や防寒具等を確保します。

・浸水対策として
　 1 階床レベルは
　道路面か0.9m
　嵩上げ

・兵庫県消防防災航空隊
・神戸市航空機動隊
　ヘリコプター

中圧ガス供給 中圧ガス供給停止

コージェネ

発電機
ディーゼル発電機

消防設備 〇 〇

消防指令システム 〇 〇

マシーンルーム電源 〇 △

防災センター監視機器 〇 〇

電話交換機 〇 〇

兵庫県衛星端局装置 〇 〇

常用エレベータ △ ×

非常用エレベータ 〇 〇

上水用ポンプ 〇 △

雑用水用ポンプ 〇 △

汚水排水ポンプ 〇 △

消防本部 〇 △

防災危機管理局 〇 △

情報管理部 〇 △

その他執務室 △ ×

消防本部 〇 △

防災危機管理局 〇 △

情報管理部 〇 △

その他執務室 △ ×

送電停止時

名　　　称負荷種別

重要設備

通信機器

空　調

照　明

コンセント

エレベータ

衛　生

△：状況により電力供給が一部出来ない場合があります。

地下連絡通路

非常用発電機

オイルタンク
雑用水槽防火水槽 ・

非常用排水槽浸水対策

ヘリポート

啓発コーナー

５階：
マシンルーム

6階：電気室
・上層階へ配置

４階：防災危機
　　　管理局

免震装置
・中間層免震の採用

図 01　防災計画（断面図）

図 02　災害時の電力供給 ( 抜粋 ) 図03　インフラの多重化（バックアップシステム）



環境計画
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保護樹木

夏

冬

春 /秋

庇 /ブラインド/
ライトシェルフ（3､4階）

LED照明
照明制御（人感・昼光）

非常兼用型コージェネレーション発電設備の
廃熱エネルギーを利用

自然換気の促進

高断熱 +Low-eガラス

外気量の最適制御
外気冷房

建物の高断熱化

換気量制御システムの採用

自然採光 自然採光

図 01　空調負荷の抑制

図 02　環境計画（断面図）

危機対応時にも最小のエネルギーで十分な機能を発揮できる環境計画とします。また長寿命
化にも配慮した施設計画とします。

■省エネルギー計画
平常時の光熱水費抑制だけではなく、大規模災害時の対応にも考慮した設備設計とします。

・自然採光の利用
　南北面は開口部を大きくし、執務室に自然光を採り入れるとともに、昼光センサーにより日
中の照明負荷を低減します。

・自然換気
　換気窓を設置し、春・秋季の空調負荷を抑制します。

■空調負荷の抑制
　外部からの影響による負荷を建物自体で低減することで、空調負荷の抑制を図ります。

■エネルギーの高効率利用
　エネルギーを無駄なく使用することで、大規模災害時にも最小のエネルギーで機能する庁舎と
　します。

　・非常兼用コージェネレーション発電設備を設置し、発電時に発生する排熱を第二庁舎だけ
　　でなく、本庁舎の冷暖房に再利用し、エネルギーの高効率利用を行います。

　・人感センサー、CO₂センサーによる換気量制御システムを採用し、換気ファンの電気使用量
　　の削減及び空調負荷を抑制します。

　・エネルギー管理の見える化を図り、供用開始後における省エネルギーの検討、維持管理業
　　務の簡素化を図ります。

・建物自体を高断熱化することで空調負荷を抑制します。
・執務エリアはLow-e複層ガラスを採用することで自然採
光を確保しつつ、日射による負荷を低減します。
・東西面は壁を主体に構成することで夏季の日射負荷を低
減します。
・庇やライトシェルフ(天井が高い3-4階に設置)により、
効果的に日射を遮へいします。



ユニバーサルデザイン計画
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■ユニバーサルデザイン
　第二庁舎へのアプローチや庁舎内の移動等、すべての来庁者にとって便利で安全な移動空
　間を実現します。

　・車椅子対応駐車場
　　　西側の正面入口に近い位置に配置し、アクセスしやすいように配慮します。
　・メインエントランスにスロープを設置
　　　道路から高低差のあるメインエントランスにスロープを設置し、車いすやベビー
            カーが安全に通行できるようにします。
　・エレベーター
　　　エレベーターは車いす使用者、担架やストレッチャー等に対応するとともに、
　　　点字表示に加え、音声案内設備を設置し、非常時の案内にも対応します。
　・トイレ
　　　１階に多目的トイレ、２階以上各階に車いす対応トイレを配置し、来庁者および
　　　職員の利用にも配慮します。
　　　基準階の一般トイレは、出入りし易いように、扉をなくします。
　　　車いす対応トイレは、十分なスペースを確保し、出入口は引き戸とします。
　・サイン
　　　はじめて訪れた方々にもわかりやすいサイン計画とします。
　・非常用エレベーター附室　待機スペース
　　　非常用エレベーター乗降ロビーには、車いす待機スペースを想定し、非常時の安
　　　全確保に配慮します。
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避難経路図

階段サインイメージ

多目的トイレ
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図 03　非常用エレベーター附室　待機スペース

図 01　便利で安全な移動空間

図 02　全ての人が利用しやすいトイレ拡大図
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構造計画概要

風荷重に対する設計

上部構造

基礎構造

免震層

図03　主な免震装置

図04　過大変形防止装置

図05　引抜制御ベースプレート

図06　杭頭半剛接合工法図02　写真1  風洞実験

図01　架構パース

■構造概要
　・構造種別：免震構造（1階上部に免震層を設けた中間層免震）
　・上部構造：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造／ラーメン構造
　・下部構造：鉄筋コンクリート造／耐震壁付ラーメン構造
　・基礎構造：場所打ちコンクリート杭基礎

■上部構造
　・1階上部に免震層を設けた中間層免震構造とします。
　・高い免震効果が得られる鉄筋コンクリート造（RC）と鉄骨造（S）のハイブリッ
　 ド構造とします。
　 ・ 柱および外周部の梁をRC造、ロングスパン梁をS造とします。
　 ・ Y方向（南北方向）の妻面にはRC造の耐震間柱を配置します。

■免震層
　・想定以上の巨大地震から免震装置を守る過大変形防止装置（ストッパー）を
　　設置します。（図04）
　・衝突時に引抜力の発生が予想される積層ゴムの一部には損傷を防止する引抜
　　制御ベースプレートを採用します。（図05）
　・暴風や中小地震の小さな揺れから、大地震の大きな揺れまで免震効果を発揮
　　する免震装置の組合せとします。

■基礎構造
　・GL-16m以深の砂礫層を支持層とする場所打ちコンクリート杭とします。

　・杭と基礎の接続部には杭頭半剛接合工法を採用し、地震時の杭頭の損傷を防止    
　 します。（図 06）

　・稀に発生する中程度の暴風に対して主要構造体は損傷を受けず、建物を継続
　　して使用可能な状態に保ちます。
　・極めて稀に発生する最大級の暴風においても主要構造体は軽微な損傷にとど
　　め、容易に修復可能な状態とします。
　・風洞実験により建物に作用する風の性状と大きさを把握し、構造体および外
　　装材の耐風設計を行います。
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地震荷重に対する設計
■耐震安全性の分類
・『官庁施設の総合耐震・津波計画基準』における、特に重要な防災拠点施設の目標と
されている耐震安全性を確保します。耐震安全性の分類は構造体ではⅠ類、非構造部
材ではA類としています。

■耐震設計方針
　・建物本体は耐震安全性の分類をⅠ類とし、稀に発生する地震動（震度5弱程度）お
　　よび極めて稀に発生する地震動（震度6強程度）に対して主要構造体は損傷を受
　　けず継続して使用可能な状態に保ちます。

■地震応答解析に用いる地震波
　・設計用入力地震動には建築基準法で定められている地震波（告示波、観測波）に
　　加えて、長周期地震動およびサイト波を採用しました。
　・サイト波は、建設地に最も影響の大きい地震断層として「六甲・淡路島断層帯主
　　部（六甲山地南縁－淡路島東岸区間）」を震源モデルに設定し、作成した波形を
　　用いました。

■地震荷重に対する性能目標
　・地震荷重に対して下記の性能を満足することを確認しています。

中間層免震の特徴

■EVシャフトの構造
・エレベーターは2階床以下についてはRC造壁による吊りシャフトとしており、非免
　震部とは600mm以上のクリアランスを確保する計画としています。

■免震装置の交換ルート
・免震装置は大地震後や大規模修繕時の際に交換が可能なルートを確保しています。

[ 西側 EV]

EVシャフト

RC壁

クリアランス
600mm以上

[ 東側非常用 EV]
荷重のレベル レベル 1 レベル 2

目標性能

上部構造

最大層間変形角 1/500rad以下 1/250rad以下
（告示波は 1/300rad以下）

応答加速度 300gal以下 300gal以下
（12階以上およびサイト波は除く）

部材応力 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下

免震層

変形
変形

安定変形以下
＝NRBのせん断歪125％以下
＝250mm以下

性能保証変形以下
＝NRBのせん断歪 267％以下
＝533mm以下

衝突 許容しない 許容しない
（550mmで過大変形防止装置に衝突）

面圧

圧
縮

NRB 短期許容面圧以下 短期許容面圧以下
SRB 短期許容面圧以下 短期許容面圧以下
CLB 短期許容圧縮力以下 短期許容圧縮力以下

引
張

NRB 許容しない -1.0N/mm2以下（引抜制御
BPLは許容浮上り量以下）

SRB － －
CLB 短期許容引張力以下 短期許容引張力以下

速度 ODの限界速度以下 ODの限界速度以下
偏心率 3％以下 3％以下
設計クリアランス
（躯体）

水平600mm、上下50mm

残留変形 50mm以下
累積損傷評価 － 免震材料の安全性確認

下部構造 最大層間変形角 1/500 rad 以下 1/300 rad 以下
部材応力 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下

基礎構造
部材応力 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下
支持力 短期許容支持力以下 短期許容支持力以下
引抜力 短期許容支持力以下 短期許容支持力以下 免震装置の交換ルート



図 01　電力設備イメージ断面図 図 02　通信設備イメージ断面図

市の防災・危機管理の中枢拠点として、危機対応時に機能を継続できるライフラインおよ
び災害時においても稼働できるシステムとします。

■耐震性の確保及び浸水対策

■災害時の電源確保

■電源の安全性・信頼性の確保

■常時・非常時の活動支援への配慮

■省エネルギー・環境維持への配慮

■維持・管理・運用への配慮

・耐震安全性は、建築設備「甲類」（災害時に拠点施設として機能すべき施設）とします。
・受変電設備、非常用発電設備などの主要設備室等は、上層階に配置します。
　また、主要な通信機器においても想定外の浸水を考慮して上部に設置します。

・防災拠点施設として、自立的に機能が継続できるようにします。
・本線及び予備電源の電力引込とすることで、商用電力の供給信頼性向上を図るとと
もに非常用電源において継続的に電源を供給します。
・非常用発電設備及び非常兼用型コージェネレーション発電設備を利用し、最重要負
荷、重要負荷等及び通信機器の機能継続ができるようにします。
・通信機能の確保のため、2系統のインフラ引込対応を行います。
　(2ヶ所の引込対応とし、光・メタル及び通信事業者別に引込むルートを確保）
・非常用発電設備のオイル燃料備蓄量は、補給を行うことなく72時間（3日間）の運
転が可能な量を備蓄します。また、168時間連続運転対応の機器構成とします。
・非常兼用型コージェネレーション発電設備の燃料は、中圧ガス（都市ガス）を燃料
として使用します。

・受変電設備機器は難燃化機器（モールド等）を採用します。
・非常用発電設備は、災害時に最重要負荷、重要負荷等に電源を供給するほか、年次点検
時の停電時においても、通信機器などの電源供給ができるようにします。
・建物への直接的な落雷から保護すると共に、SPD（避雷器）を設置することで雷によって
発生する雷大波電流電圧より各機器を防護します。

・動線計画に沿ったセキュリティ管理（電気錠・カードリーダー等）や、外部入口及び重要
な場所への監視カメラ設置により、防犯機能を向上します。
・火災時の消火活動・避難誘導が一括して総合的に行えるよう総合操作盤を設置します。

・全般照明及び外部照明は、LED照明器具を主体とします。
・事務室エリアについては照度センサ（明るさセンサ）を使用したシステムとします。
・照明の点滅区分を細分化するなど省エネルギー対策へ寄与すると共に、トイレは人感
センサ、廊下等はスケジュール点滅制御を行い、無駄なエネルギーを低減します。
・電力を多く消費する空調熱源機器などは、個別の電力計量を可能とし、運用後の継続し
た省エネルギー対策に寄与します。
・環境配慮型ケーブルを採用し、ケーブル等廃棄時のダイオキシン等の有害物質の発生
を抑えます。

・耐久性の高い材料及び長寿命の機器を採用し、維持管理を容易にします。
・汎用品を積極的に採用することで、機器更新に配慮します。
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■防災・危機管理の中枢拠点としての必要な機能

■人や環境に優しい庁舎としての性能確保

・耐震性、耐浸水性の確保
耐震安全性の分類は、建築設備「甲類」、建築非構造部材「Ａ類」を確保します。
浸水対策として、受水槽や熱源設備などの主要設備を最上階に設置します。

・ライフラインの維持 
消防指令室、対策本部室、情報システム課および電気室の空調は非常電源の供
給により、停電時においても運転可能とします。
特に、消防指令室、対策本部室、情報システム課のシステム機器を設置するマシ
ンルームＡ、電気室は予備の空調機を設置し、機器故障時や機器更新時にも能
力を維持する計画とします。
水道および下水道断絶時においても最低限の機能を保持するため、受水槽を
上階に設置し、非常用排水槽をピットに確保します。
ガスは、国道２号に敷設された中圧ガス管から引込みます。中圧ガス導管は耐
震性に優れた導管であり、熱源機器・コージェネレーション機器に供給すること
で設備機器への信頼性を高めます。 

・環境保全性（環境負荷低減性、周辺環境保全性）への配慮
空調機器は、高効率な性能を有した機器を採用します。
非常兼用型コージェネレーション発電設備から排出される熱を利用する熱源シ
ステムを採用し、従来は捨てられていたエネルギーを有効活用します。
効率的な空調エネルギー搬送システムを採用するとともに、外気の取入れ量を
適切に制御し、外気負荷を低減させ、省エネルギー化を図ります。

・経済性（ライフサイクルコスト、耐用性、保全性）への配慮 
熱源機械室・機械室・発電機室は、機器更新・メンテナンスに配慮して、有効なス
ペースを確保します。
各種機器・配管は、予備スペースを確保するなど、将来の設備更新に配慮しま
す。
採用する機器は汎用品を主体に計画し、将来の変化にも経済的かつ柔軟に対
応できる計画とします。
受水槽、雑用水槽は二槽に分けることにより、水槽更新時にも断水しない計画と
します。 

図 01　防災管理の拠点として必要な機能の確保

ガス給湯器
廃熱投入型吸収式
冷温水発生器

非常兼用型コージェネレーション発電設備

給水本管給水本管
排水排水

中圧ガス管
（耐震性）
中圧ガス管
（耐震性）

低
圧
ガ
ス

低
圧
ガ
ス

中
圧
ガ
ス

中
圧
ガ
ス

▼B1FL▼B1FL

▼1FL▼1FL

▼RFL▼RFL

雑用水槽雑用水槽

防火水槽防火水槽

受水槽（雑用水）受水槽（雑用水）受水槽（上水）受水槽（上水）

副受水槽副受水槽

非常用排水槽
（7日分貯留）
非常用排水槽
（7日分貯留）

重要室の機器冗長化重要室の機器冗長化
給水車用
カップリング
給水車用
カップリング

非常用排水切替桝非常用排水切替桝

緊急遮断弁緊急遮断弁
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■機械設備項目
機械設備概要

1  熱源設備 
非常兼用型コージェネレーション発電設備、排熱投入型吸収式冷温水発生機 

空冷ヒートポンプ式空気調和機（EHP）、ガスヒートポンプ式空気調和機（GHP） 

2  空調設備 

ファンコイルユニット（FCU）＋外気処理空調機（中央熱源系統） 

GHP 室内機＋全熱交換器（個別系統） 

（EHP室内機＋全熱交換器（重要系統（マシンルームA他）、個別系統） 

（EHP室内機（重要系統（電気室他）） 

3  換気設備 
外気処理空調機＋排気ファン、全熱交換器、給排気ファンによる第 1種換気 

給気ファンによる第 2種換気、排気ファンによる第 3種換気 

4  排煙設備 機械排煙（4,5,6 階廊下部分） 

5  自動制御設備 中央監視設備からの一元管理（制御・監視・警報） 

6  衛生器具設備 節水型器具の採用、多目的トイレの設置 

7  給水設備 

上水・雑用水の 2系統給水 

上水：副受水槽＋高置水槽方式 

雑用水：副受水槽＋高置水槽方式 

8  給湯設備 

中央給湯方式（貯湯槽＋予熱槽（排熱利用）＋ガス給湯器＋熱交換器（排熱利用）） 

局所給湯方式（電気貯湯式温水器） 

ガス給湯器（B1階シャワー） 

9  排水通気設備 

建物内：汚水・雑排水合流方式 

建物外：汚水・雨水分流方式 

地下ピットに非常用排水槽を確保 

10  消火設備 

屋内消火栓（広範囲型 2号消火栓：全館） 

スプリンクラー設備（地階（駐車場以外） 
11 階以上の階（不活性ガス消火設備の対象範囲以外）） 

粉末消火設備（地階（駐車場）） 

連結送水管（3階以上の階、屋上（ヘリポートを包含）） 

不活性ガス消火設備（窒素ガス：コンピュータ室、MDF兼交換器室、消防用電源室、電気室 
無線機室、発電機室 1,2、熱源機械室） 

移動式粉末消火設備（屋上ヘリポート部分、GHP室外機置場（多量の火気使用に該当する範囲） 

防火水槽（地下ピットに貯留） 

11  ガス設備 

中圧ガス引込、建物内にて一部低圧に減圧 

中圧供給：非常兼用型コージェネレーション発電設備、 
排熱投入型吸収式冷温水発生機 

低圧供給：ガスヒートポンプ式空気調和機（GHP）、ガス給湯器 

非常兼用型コージェネ
レーション発電設備

中圧ガス
（耐震性）

廃熱

電力

給湯熱交換器

貯湯タンク

吸収式冷温水
発生器

ファンコイルユニット
（冷房・暖房）

本庁舎への熱融通

外調機（換気）

WC

冷
温
水

図 01　環境・経済性への配慮

図 02　コージェネレーションシステムによる、エネルギーの多重化利用

エネルギーの多重利用を可能にする非常兼用型
コージェネレーション発電設備（下図参照）

CO₂制御

外気量取入制御

全熱交換機による
効率的な換気システム

高効率空調機器の採用

節水型衛生器具の採用

廃熱を利用した
熱源システム

廃熱を利用した給湯システム

本庁舎への熱融通

BEMSによるエネルギー管理
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図03　保存樹木クスノキ

N

国道２号（28m）

道路境界線

道路境界線

道
路
境
界
線 隣
地
境
界
線

保護樹木NO.2保護樹木NO.2

自転車置場
屋根無(8台)

原動機付
自転車置場
屋根無(9台)

原動機付
自転車置場
屋根有(7台)

スロープ

地下燃料
タンク
(10kL)

1

1

9

1

7

8

+

六湛寺公園

壁面後退ライン

1／
10

来庁者動線

消防用車両動線

公用車動線

市道268号線（6m）

保護樹木NO.1保護樹木NO.1

サツキツツジ

イロハモミジ

サツキツツジ

クスノキ エゴノキ サツキツツジ

+

西宮市第二庁舎

ウバメガシ

出入口
職員出入口

市
役
所
前
線
(1
5m
)

（
市
道
幹
16
号
線
）

図01　本庁舎前　石積擁壁

図02　本庁舎前ツツジ

配置図

■緑化 ■外構計画
・保護樹木の保全・活用、道路境界部の緑化、樹種による四季の演出など既存の2本のクスノキ
を保存活用し、クスノキが作り出す雄大な風景を損なわない景観づくりを目指します。
　道路境界側の高木はクスノキとの相性を重視し刈込による維持管理が可能なように常緑樹の
エゴノキを配植します。また、クスノキの存在感を邪魔しない箇所には、高木のイロハモミジ
を植栽し四季の彩りを添えます。中木は、刈込対応可能な常緑のウバメガシを隣接する簡易裁
判所との境界に植栽します。低木は、周辺景観との調和や連続性を保つ為、周辺にも多数植栽
されているツツジ類を主に植栽し、季節を演出します。

・国道2号に面した擁壁は、既存石積擁壁の仕上げを踏襲
した石張り擁壁とし本庁舎前から街並みを連続させ、調和
を図ります。
・敷地南側は敷地内を歩道状に整備することで、幅員の狭
い南側市道の広がりや六湛寺公園との連続性の確保に努
めます。

身障者対応駐車スペース

洗い出し平板
（六湛寺公園との連続性）

既存石積擁壁を踏襲した石張り擁壁

歩道状の整備

本庁舎と連携する
西面のエントランス
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地下１階平面図・1階平面図

防火衣収納庫

防災センター

備蓄倉庫

風除室 展示倉庫

エントランス

消防本部
駐車場

機械室

消防倉庫

室外機置場

廊下

出動
準備室

EPS

警備

PS
前室

PS3

消火
ポンプ室

ガバナ室

バイク置き場
(21台)

倉庫

WWCMWC

PS EPS

EV
ホール

EPS
DS

階段2階段1

ELV
HWC

非ELV 乗降ロビー
公用車駐車場EPS

ゴミ庫

PS

PS

倉庫

防火水槽

ボンベ庫
粉末

消火水槽

機械室

機械室 警備員控室

DS

廊下

シャワー室

EV
ホール

階段2階段1

ELV
乗降ロビー非ELV

N

■地下 1階
・公用車駐車場（22台）を配置します。
・南西の連絡通路との接続部は、防水扉を設置し、連絡通路からの万一の浸水に対応します。
・連絡通路とは、火災時に相互に影響が及ばないよう防火シャッターで区画します。

■1 階
・消防関係車両駐車場（11台）、エントランスホールを配置します。
・エントランスホールに展示倉庫を配置し、非常用の物資を備蓄すると同時に災害
対策の学習にも利用します。

・エレベーターは、西側を17人乗り3台、東側を非常用26人乗り1台とし、西側１台と
東側１台のエレベーターを車椅子対応とします。

防火シャッター

スロープ

多目的トイレの設置 車椅子対応ELV

災害対策の学習のための展示

車椅子対応ELV

防水扉
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事務室

救急倉庫

会議室

男子更衣室

面談室

書庫
事務室

待機室

庇

庇

廊下

消防長室消防団本部

食堂

仮眠室

庇 庇

洗面
廊下

PS EPS
EPS

PS

EV
ホール

EPS

MWC WWC

HWC

DS
PS

階段2
階段1

非ELV
乗降
ロビー

ELV 倉庫

廊下

消防指令室

保管庫
データ

庇

庇

食堂

待機室

（見学ｽﾍﾟｰｽ）

指令課事務室

作戦室

更衣室

廊下

会議室会議室

リネン

洗面

浴室

仮眠室

PS

保管庫
データ

浴室廊下

PS EPS
EPS

PS

EV
ホール

EPS

MWC WWC

HWC

DS
PS

階段2
階段1

非ELV
乗降
ロビー

ELV 倉庫

倉庫

■２階・３階

2 階平面図・3階平面図

・消防本部を低層部２-３階に設置し、消防活動に迅速に対応します。
・消防指令室と同規模の会議室を事務室をはさんで配置し、将来の指令室機能の
更新に対応します。
・天井が高い3階消防指令室には、ライトシェルフを設置し、効果的に日射を制御
するとともに、自然光を活かした執務空間とします。
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MDF
兼交換機室

廊下

入・出荷
帳票保管庫更衣室
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階段1

非ELV 乗降
ロビー

ELV

書庫

PS EPS
DS

倉庫 書庫
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防災危機管理局事務室

局長室

会議室
（対策本部室）

ＦＭ
放送室

庇

廊下

応接室

無線
機器室

会議室

会議室
（オペレーションルーム）

通信
受付室

会議室
倉庫

更衣室

庇

PS

会議室
関係機関
調整室（　   ）

会議室
関係機関
調整室（　   ）

廊下

給湯室

EPS

EV
ホール

EPS

MWC WWC

HWC

PS

階段2

階段1

非ELV 乗降
ロビー

ELV

PS EPS
DS

4階防災危機管理局の直上5階に
情報管理部・マシンルームを配置。

4階に防災危機管理局を配置。
2・3階消防本部と連携。

■５階■４階

4 階平面図・5階平面図

・防災危機管理局は、消防本部と連携を図るため4階に配置します。
・天井の高い対策本部室にはライトシェルフを設置します。

・マシンルーム・情報管理部は、消防本部や防災危機管理局に近い配置とし
ます。
・マシンルームは、安全性を高めるため、耐火構造の壁で間仕切ります。
・段階的にセキュリティレベルを区分することにより、確実なセキュリティ
の確保を図ります。
・マシンルームの空調はコールドアイル（冷気の通路）とホットアイル（排
熱換気の通路）の分離を行うことにより、高効率運転を行います。
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書庫

廊下

廊下

会
議
室
2

執務室1

AC

倉庫EPS
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休憩室
休
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更衣室

PS EPS
DS

EPS PS
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EV
ホール
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■6階 ■7階：上下水道局

6 階平面図・7階平面図

・中央部東西方向に廊下をとり、北側に浸水対策として他フロアも共通電気
室を配置し、南側に会議室エリアを配置します。

・中央にまとまった空間を確保し、書庫部分にヘビーデューティーゾーンを設
けます。

・想定外の事態が発生した場合は、4階の防災危機管理局フロアに加え、
必要に応じて会議室を適宣関係機関調整室として利用します。

・中央部東西方向に廊下をとり、北と南に執務エリアを配置します。
・中央にまとまった空間を確保し、書庫部分にヘビーデューティーゾーンを設
けます。
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書庫
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■8階：上下水道局・9階：土木局

8 階平面図・9階平面図

・中央部東西方向に廊下をとり、北と南に執務エリアを配置します。
・中央にまとまった空間を確保し、書庫部分にヘビーデューティーゾーンを
設けます。
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DS
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■10 階：土木局・11階：都市局

10階平面図・11階平面図

・中央部東西方向に廊下をとり、北と南に執務エリアを配置します。
・中央にまとまった空間を確保し、書庫部分にヘビーデューティーゾーンを
設けます。
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発電機室

PS

発電機室

機械室

貯水槽室
熱源機械室

無線機室

機械室

乗降
ロビー

非ELV

庇

庇

階段2

屋外機器スペース

屋外機器スペース

機械室

階段2

12 階・塔屋階平面図

■12 階
・12 階は機械室フロアを配置します。
・非常兼用型コージェネレーション発電設備、非常用ディーゼル発電機などを
    配置します。
・将来の設備更新時の機器の荷揚げに必要な仮設クレーンの基礎を設置します。

・ 将来の設備更新に対応したスペースを確保し、開口部(ハッチ)を設けます。
■塔屋階
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緊急離着陸場

一時待機スペース

一時待機スペース

■屋上階（屋上緊急離着陸場）
・災害時の要人輸送・物資搬送等を目的とした屋上緊急離着陸場を設けます。
・防災スピーカー、消防デジタル無線用アンテナ等を屋上に設置します。
・屋上の維持管理に必要なメンテナンスデッキを設置します。

屋上階平面図

仮設タワークレーン設置スペースを確保し、
大規模な設備機器更新を容易にします。



北立面図 西立面図

202010100

■立面の考え方
　・シビックゾーンにふさわしく新たな顔となるデザインとします。
　・西宮市の危機管理の中枢拠点として、市民に安心感をあたえるランドマーク
　　を目指します。
　・本庁舎のデザインをモチーフとし、低層部は列柱、高層部は水平ラインを取
　　り入れ本庁舎との調和を図ります。

■仕上計画
　・ガラス面と PCパネルを主体とする外装計画とし、無彩色を基調とする色彩計
　　画とすることでボリューム感を抑制します。
　・建物上部の南北面は、設備機器が見えないようアルミルーバを設置します。

■低層部の軒と柱の構成
　・本庁舎の特徴であるピロティ状の軒と柱の構成との調和を図り、建物低層部のプロ
　　ポーションは、免震層部分の水平ラインと免震層下部の柱型を強調することで、対
　　面する本庁舎議会棟との調和を図ります。

■低層部の外装
　・ 化粧柱とタイル壁で構成された本庁舎の低層部との調和を図り、１階柱をコンク
リート化粧研ぎ出し、外壁をスクラッチタイル壁とします。本庁舎と構成を統一し、
外装材の質感を現代的にアレンジすることで新旧庁舎の意匠的な呼応による調和を
図ります。

　　

避雷針
アンテナ

避雷針

RC の上
タイル貼り

RCの上
タイル貼り

フッ素樹脂
クリア塗装

フッ素樹脂
クリア塗装

ＰＣ庇
フッ素樹脂
クリア塗装

コンクリート
化粧研ぎ出し仕上

リブ付押出し
成形セメント板

金属断熱
サンドイッチパネル

アルミ製
カーテンウォール

アルミ製
カーテンウォール

アルミ製
カーテンウォール

アルミ製
サッシ

アルミ製オーバー
スライドドア

リブ付押出し
成形セメント板

アルミ押出
型材パネル

アルミルーバー
アルミ笠木

アンテナ

PC パネル

　コンクリート化粧研ぎ出し アルミカーテンウォールアルミキャスト スクラッチタイル

図 01　本庁舎との調和

本庁舎本庁舎 第二庁舎第二庁舎
水平ラインを
強調した外観
水平ラインを
強調した外観

阪神電鉄が走る六湛寺公園側から見た新旧庁舎の調和阪神電鉄が走る六湛寺公園側から見た新旧庁舎の調和

垂直性を強調した
低層部

垂直性を強調した
低層部

i

立面計画

P.27

立面図



断面図
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図 01　大規模な設備更新時への対応

■断面計画の考え方

■各階の断面計画

■大規模な設備更新への容易性を向上

・宮水・保護樹木の保全、想定外浸水被害による
免震措置への影響を抑えるため中間層免震構造
とします。

・消防本部(3階）・防災危機管理局(4階）の階高
は、大型の情報設備装置に対応し､5.6m､5.3mの
高さを確保します。

・6階以上の基準階は執務空間としてふさわしい
2.6m以上の天井高を確保します。

・屋上に仮設タワークレーンスペースを設け､機
器搬出入の容易性を向上します。

・市道市役所前線を通行止めにすることなく、大
規模な設備機器の更新が可能です。
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消防本部
駐車場

事務室事務室

前室前室倉庫倉庫

廊下廊下

廊下廊下

廊下廊下

食堂食堂

仮眠室仮眠室

更衣室更衣室 マシンルームマシンルーム

執務室執務室執務室執務室

発電機室発電機室
機械室機械室

ピット内
通水路
ピット内
通水路

ピット内
通水路
ピット内
通水路

公用駐車場等公用駐車場等

女子
更衣室
女子
更衣室

通信
受付室
通信
受付室 倉庫倉庫

入・出荷
帳票保管庫
入・出荷
帳票保管庫

執務室執務室

執務室執務室

執務室執務室

執務室執務室

防火衣収納庫防火衣収納庫

会議室会議室

会議室会議室

書庫書庫

非ELV非ELVELVELV

PS
DS
PS
DS EPSEPS

乗降ロビー乗降ロビー

EV
ホール
EV
ホール

PS
DS
PS
DS EPSEPSEV

ホール
EV
ホール

EV
ホール
EV
ホール

EV
ホール
EV
ホール

非常用排水槽非常用排水槽

乗降ロビー乗降ロビー

中間層免震構造中間層免震構造

乗降ロビー乗降ロビー

乗降ロビー乗降ロビー
ドライエリアドライエリア

電気室電気室

関係機関調査室関係機関調査室

20
00

20
00
40
00

40
00

48
00

48
00

44
00

44
00

56
00

56
00

53
00

53
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

42
00

45
00

45
00

36
00

36
00

10
00

10
00

40
0

40
0

91
00

91
00

61
90
0

61
90
0

最高高さ
▼

最高高さ
▼

27
00

27
00

▲
隣
地
境
界
線

▲
隣
地
境
界
線

B1FL
▼
B1FL
▼

1FL
▼
1FL
▼

2FL
▼
2FL
▼

3FL
▼
3FL
▼

4FL
▼
4FL
▼

5FL
▼
5FL
▼

6FL
▼
6FL
▼

7FL
▼
7FL
▼

8FL
▼
8FL
▼

9FL
▼
9FL
▼

10FL
▼
10FL
▼

11FL
▼
11FL
▼

12FL
▼
12FL
▼

▲
GL
▲
GL

▲
塔屋F
▲
塔屋F

▲
RFL
▲
RFL

公用駐車場等公用駐車場等

事務室事務室 消防長室消防長室

仮眠室仮眠室 作戦室
（見学ｽﾍﾟｰｽ）
作戦室

（見学ｽﾍﾟｰｽ）

マシンルームマシンルーム会議室会議室 マシンルームマシンルーム

執務室執務室執務室執務室

執務室執務室執務室執務室

執務室執務室執務室執務室

会議室会議室執務室執務室

会議室会議室会議室会議室電気室電気室

執務室執務室執務室執務室次長室次長室

機械室機械室 熱源機械室熱源機械室

待避場所待避場所

免震層免震層

消防本部駐車場消防本部駐車場

指令課事務室指令課事務室

警備員控室警備員控室

事務室事務室

関係機関
調整室
関係機関
調整室 廊下廊下

廊下廊下

廊下廊下

機械室機械室

廊下廊下

廊下廊下

廊下廊下

廊下廊下

関係機関
調整室
関係機関
調整室

待避場所待避場所

オペレーションルームオペレーションルーム

中間層免震構造中間層免震構造

基準階は天井高
2,6mを確保
基準階は天井高
2,6mを確保

消防本部・防災危機管理局は
高い階高を確保

消防本部・防災危機管理局は
高い階高を確保

タワークレーンタワークレーン

市
道
市
役
所
前
線
　
道
路
境
界
線

▽
市
道
市
役
所
前
線
　
道
路
境
界
線

▽

市道市役所前線市道市役所前線
道路通行止め不要



エントランス 機械室 1
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車路

▽
GLC

C

C-
C 
断
面
図

車路
3700

7200

2500

人路

歩
行
者
通
路

車路

歩
行
者
通
路

設備配管

設備配管

地下連絡通路

本庁側既設地下出庫経路本庁側既設地下出庫経路

出庫スロープ
（既設）

・「地下連絡通路」を新設し、本庁舎側の既設地下出庫経路に
接続することで、本庁舎と第二庁舎間の動線を確保するだけ
でなく、第二庁舎の地下に駐車している公用車の出庫経路と
して利用します。
・第二庁舎と「地下連絡通路」の接続部には、防火区画の扉を
設置することで第二庁舎本体と地下連絡通路を区画しま
す。また、防火戸部分にはスプリンクラー設備を設置し、地下
連絡通路の安全性を高めます。

■地下連絡通路について
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地下連絡通路  配置図 ★防火戸設置

西宮市役所 本庁舎
（既設棟）

新設地下連絡通路

第二庁舎
（本計画施設）

本庁地下出庫経路

地下連絡通路  平面図 地下連絡通路上部 六湛寺公園

本
庁
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地下連絡通路
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工程表

P.31

平成 30年（2018年度） 令和元年（2019 年度） 令和 2年（2020 年度） 令和 3年（2021 年度）
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

土留 杭打ち
（シートパイル）

掘削・床付
捨て CON

基礎地中梁配筋・型枠
基礎 CON

B1F 床 CON

2F 床 CON

1F 床 CON
MF 床 CON

3F 床 CON

4F 床 CON

5F 床 CON

6F 床 CON

7F 床 CON

8F 床 CON

9F 床 CON

10F 床 CON

11F 床 CON

12F 床 CON

B1F 床配筋・型枠

B1F 躯体配筋・型枠

1F 躯体配筋・型枠 免震装置取付
0節鉄骨
MF配筋・型枠

2F  PC 鉄骨・配筋

3F  PC 鉄骨・配筋
4F  PC 鉄骨・配筋

5F  PC 鉄骨・配筋

6F  PC 鉄骨・配筋

7F  PC 鉄骨・配筋

8F  PC 鉄骨・配筋

9F  PC 鉄骨・配筋

10F  PC 鉄骨・配筋

11F  PC 鉄骨・配筋

12F  PC 鉄骨・配筋

屋上鉄骨 RF床 CON防水

防水

防水

押え CON

床仕上

検査・是正

11F 仕上

10F 仕上

9F 仕上

8F 仕上

7F 仕上

6F 仕上

4F 仕上

5F 仕上

3F 仕上

2F 仕上

免震 F仕上

外構工事

B1F 仕上

1F 仕上

公園復旧

埋戻し

埋戻し
立上り・上版 CON

底版 CON

底版配筋二次掘削

一次掘削

取合薬液注入
汚水盛替・切梁

山留

準備・撤去工事

外部足場

EV工事

第二庁舎建設 検査第ニ庁舎

検査地下連絡通路設置・公園復旧

市民祭り市民祭り
連絡通路

引き渡し

※CON…コンクリート打設

順次引っ越し
供用開始

仕上工事

※ 諸条件により、変更の可能性があります。

nms09631
フリーテキスト
P.30




